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1. 消防庁「災害情報伝達手段等の高度化事業」
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2. 兵庫県加古川市で実証（〜2018/3/31）



３. EDXL（Emergency Data Exchange Language)の概要

• 伝達される情報の意味を記述する（表現形）言語

• 受信する情報消費に提示される最終形（体現形）ではない

OASIS(Organization for the Advancement of Structured Information Standards 構造化情報標準促進

協会）の標準

災害情報管理・処理のためにXMLで定義された文書形式
EDXL-DE(Distribution Elements) ⇦「Lアラート®」で採用

-RM(Resource Messaging)
-HAVE(Hospital AVailabllity Exchange)
-CAP(Common Alert Protocol) 等がある

Lアラート®（総務省・FMMC）、IPAWS（FEMA）で採用
• IPAWS(Integrated Public Alert & Warning System)は合衆国版のLアラート



IPAWSの概念図

https://www.fema.gov/media-library/assets/videos/77356 動画キャプチャ

Alerting Authorithies
情報発信者による１回入力
の一斉送信

連邦政府から最小行政単位
までが発信者

Lアラートにマルチメディア
画像や音声の伝達機能を追加
したようなシステム

4. 事例

https://www.fema.gov/media-library/assets/videos/77356


5. IPAWS OPEN という考え方
FEMA（アメリカ合衆国連邦緊急事態管理庁）が
推進するオープンなプラットフォーム

民間が開発する準拠したシステムの相互接続性を
保証する仕組みを提供



6. 総務省消防庁が関係して開発した現時点における２つのEDXL

• 「Lアラート®」のEDXL（以下FMMC EDXL)
• 47都道府県の防災システムがFMMCのノードシステムに接続

• 情報発信者＝市町村（都道府県）、情報伝達者＝報道機関（放送・新聞）や通信事業
者等

• 文字情報を扱う（画像や音声は現時点では伝達しない）
• 市町村から見て間接的広報手段としての情報伝達者が主軸（編集・編成権を保持）

• H29年度総務省・消防庁実証事業で開発されたEDXL（以下EDXL＋）
• 文字だけでなくマルチメディア（画像、音声等）を添付して伝達可能
• 直接的広報手段（HP、メール、SNS、防災行政無線、コミュティFM）

情報内容の責任は発信者（市町村）、編集内容をそのまま伝達することを前提

• LアラートEDXLとの互換性（一方向に変換可能）
• 多言語対応 同じ意味を多言語で表現
• IoT対応 ヒトだけではなくモノへの情報も記述可能
• 最終的受信者である情報消費者からのフィードバックに対応

• 避難に関する情報を読んだか、避難所の錠が開いたか、屋外拡声器が鳴動したか等
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7. H29年度実証事業の全体像

一斉送信機能を２分割して実装



８.  例）防災行政無線システムとEDXL＋導入パターン

1. 防災行政無線に追加導入 A

2. 防災行政無線に追加導入 B

操作卓
無線局設備 親局 屋外戸局

メッセージルータ

EDXL

必要な伝達手段を選択

無線局設備 親局 屋外戸局

メッセージルータ

EDXL

必要な伝達手段を選択マルチメディア入力システム

操作卓



９. H29総務省EDXL拡張を生かしたシステム開発

既存のLアラートに対応システム製品は容易に改造可能
• 開発者にとっては既知の情報にプラスアルファ

• M社、ND社の実績で証明

具体的な方策（新規開発、既存システムへの追加改修）
• Lアラート用の入力クラウドシステムにEDXL+記述機能を追加

• 音声録音機能 もともとコミュニティFM対応であったもの

• IoT対応機能追加 デバイス（例：避難所の鍵ボックス）への操作チェックボックスを
追加、期待する動作についての記述を追加（数十行の記述追加）

• 既存の防災システムにEDXL+記述機能を追加

タイムライン、クロノジー、フィードバックシステム等を組み込ん
だ新規システムの開発



1０. 課題等

• IPAWS OPEN 相当のプラットフォームを目指すなら
• ガバナンス(G)、オーソリティ(A)、標準化・認証(S)の組織化が必要
• ベンダーロック、囲い込みが生じない枠組み構築
• 情報発信者間で連絡・情報共有の枠組み構築

• 双方向性・フィードバックシステムの確保
• システムや役務を疎結合した上で、伝達結果・効果の見える化

• 開発・普及体制の確立
• 開発ベンダー間での技術情報の共有・交換（G,A,S）
• 相互運用性担保のための検証テストベッドの構築と運用(S)

• すぐにできること
• H29年度実証事業の展開によるシステム相互間での成果共有と結合可能性の検討
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